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書店組合３階会議室

東京都書店商業組合青年部



平成２６年度活動報告

平成２６年４月　１日より

平成２７年３月３１日まで

Ⅰ概況
相変わらず日銀はアベノミクスによる量的緩和と大規模な公共投資を続け、市中に大量の通貨を供給し続けている。確かにその効果により為替レートは大幅な円安となったが、国内産業の輸出競争力が予想外に弱く、輸入額の増加を補えずに恒常的に多額の貿易赤字が続いている。また、自民党政権の比較的大企業寄りの施策の影響もあり、給与の格差も広がる傾向が続き、物が必要で消費意欲が旺盛な比較的低年収の家計にお金が回らない状況となっている。さらには、公共投資の受け皿となっている建設業界も予想以上に高齢化しており、結局はその多くが老後の資金に回され消費に回らない。また、昨年４月には消費増税が行われたが、これが想定外だった日本経済の基礎体力の衰退に追い打ちをかける状況となっている。結局のところ2014年の実質賃金は厚生労働省の毎月勤労統計調査の結果でも、2.5％減という状況になっている。

出版業界に目を転じると、実質賃金の減少と、それによりスマホに払っている固定金額内で全ての娯楽費用を賄おうおとする消費者心理が本の売上を直撃し、出版科学研究所の統計によれば対前年比4.5%の大幅な減少となっている。この状況の中、とうとう大手KADOKAWAがamazonと直取引を開始したことが判明した。当然DNPの書店部門である丸善ジュンク＆文教堂や紀伊国屋書店がamazonに対して不利な取次を介した取引に甘んじるとは思えず、少なくともKADOKAWAに関しては取次を介した取引は極端に減少することが見込まれる。他出版社の動向次第で取次の業界内での地位が大きく低下する可能性がでてきた。取次が中小書店の補助という本来の目的に立ち返り中小書店と共に再生できるかが今後の業界の動向の鍵となると思われる。
今年３月末での東京都の書店数は964店（青年部調べ）と、昨年よりも37店も減少している。当会の親団体である東京都書店商業組合の組合員数もとうとう415店となり組織率は43.0%となっている。

こうした状況の中でも、今期青年部は、これまで行ってきた掘り出し選書やカレンダー販売、新年会や神保町ブックフェスティバルへの出店、さらには「これが！ほんとの常備委託だ！」と銘打ってＪリサーチ出版と共同で委託でありながら利益率50%という画期的な企画を実現した。また、活動の一つの柱である店内在庫も分かる全書店の案内「東京都書店案内」では、近隣の書店に店内在庫がなかった場合や、やむを得ない事情により書店に立ち寄れない場合にhonyaclub、e-hon、丸善＆ジュンク堂ネットストア、紀伊国屋ネットストアとアフィリエイトで連携して読者が通販で購入できる機能を追加し、これによる売上が毎月発生する様になってきている。また、全国の書店データの入力が完了し、アクセス数が大幅に伸びていて広告収入も順調に増加している。
青年部の活動は、本屋の存在を守り抜き、その為の利益も含めた環境を確保する新しいステージに入った。メンバーはこの目標で誠の信頼関係を構築しつつある。今後も確実に目標向かって若い力を結集し、努力を続けてゆきます。関係者におかれましては一層のご協力をお願い申し上げます。
Ⅱ　会員数の現況

　平成２７年３月３１日現在　　　　　１19名

Ⅲ　会議等の開催の概要

１総会

　第２４回通常総会

　開催日　　　　　　平成２６年６月１３日

　開催場所　　　　　飯田橋　ホテルメトロポリタンエドモンド　光彩の間
　【審議及び議決の内容】

第一号議案　平成２４年度活動報告承認の件（原案通り可決）

第二号議案　平成２４年度会計報告承認の件（原案通り可決）

　　　　　　　　　監査報告

第三号議案　平成２５年度活動計画決定の件（原案通り可決）

第四号議案　平成２５年度収支予算決定の件（原案通り可決）

　２理事会

平成２６年度第１回理事会　　　平成２５年４月１１日(金)　書店組合３Ｆ会議室出席9名

理事　小川書店（小川頼之）、ビーブックス（平井久朗）、明昭館書店（田中紀光）、雄文堂（矢澤達治）、三弥井書店（吉田敬弥）、新橋書店（山辺真次）

委任状出席理事（委任先会長）【３名】ダイセイコーブックス（野田剛）、分梅書店（下向紅星）八雲堂書店（新倉修）
議題
1 新年懇親会会計報告
2 総会に向けて
3 ＨＰ関連
（1） トーハンとの打合せ状況

（2） ホームページアクセス数報告

（3） 全国版ＨＰ製作状況報告

（4） 書店案内契約当事者について（決議事項）
4 サンクチュアリ出版販売企画中間報告
5 その他
平成２５年度第２回理事会　　平成２６年５月８日(木)　書店組合３Ｆ会議室、出席7名

理事　小川書店（小川頼之）、ビーブックス（平井久朗）、明昭館書店（田中紀光）、三弥井書店（吉田敬弥）、雄文堂（矢澤達治）、新橋書店（山辺真次）、ダイセイコーBOOKS（野田剛）
議題

1 新年懇親会会計報告
2 新年度（平成２６年度）予算案について
3 総会準備
4 ＨＰ関連
（1） トーハンとの打合せ状況報告

（2） 宅配ボタン仕様検討
（3） ホームページアクセス数報告
（4） 全国版ＨＰ製作状況報告

（5） 組合非加盟店の在庫開示についての是非
5 版元プレゼンテーション（第三文明社）

6 その他
平成２６年度第３回理事会　平成２６年６月１３日(金)　 ホテルメトロポリタンエドモンド１階ベルテンポ

出席１１名

理事　小川書店（小川頼之）、ビーブックス（平井久朗）、新倉修（八雲堂書店）、明昭館書店（田中紀光）、三弥井書店（吉田敬弥）、雄文堂（矢澤達治）、江戸川書房（秋葉良成）、真光書店（矢幡秀治）、分梅書店（下向紅星）、新橋書店（山辺真次）、ダイセイコーBOOKS（野田剛）
議題

1 通常総会及び懇親会の進行についての最終確認
2 中小企業団体青年部協議会通常総会出席報告
3 ＨＰ関連
（1） トーハンとの打ち合わせ報告
（2） アクセス数報告
（3） 全国版作業進捗状況
4 その他
平成２６年年度第４回理事会　　　平成２６年７月１１日(金)　書店組合３階会議室、出席８名

理事　小川書店（小川頼之）、ビーブックス（平井久朗）、明昭館書店（田中紀光）、三弥井書店（吉田敬弥）、雄文堂（矢澤達治）、真光書店（矢幡秀治）、新橋書店（山辺真一）、ダイセイコーBOOKS（野田剛）
議題

1 通常総会を振り返って
2 平成２６年度活動における所信表明
3 ＨＰ関連
（1） HP拡張の方向性について再確認
（2） 進捗状況及び近況報告
（3） 今後の具体的な進め方について

4 夏のレクリェーションについて
5 掘り出し選書　第一クールを終えて
6 版元プレゼンテーション（三菱鉛筆、Ｊリサーチ出版、コウハン、金園社、トランスビュー、ころから）
平成２６年度第５回理事会　　　平成２５年８月８日(金)　 書店会館３Ｆ会議室、出席９名

理事　小川書店（小川頼之）、ビーブックス（平井久朗）、明昭館書店（田中紀光）、三弥井書店（吉田敬弥）、雄文堂（矢澤達治）、真光書店（矢幡秀治）、分梅書店（下向紅星）、新橋書店（山辺真次）、ダイセイコーBOOKS（野田剛）
議題

1 夏のレクリェーションの件
2 ＨＰ関連
（1） 7/25ＨＰ拡張委員会打合せ内容確認
（2） 今後の具体的な進め方について

（3） ＨＰ近況報告→小川会長

3 神保町ブックフェスティバルの件
4 その他
平成２６年度第６回理事会　　　平成２５年９月１１日(木)　書店組合３階会議室、出席９名

理事　小川書店（小川頼之）、ビーブックス（平井久朗）、明昭館書店（田中紀光）、三弥井書店（吉田敬弥）、雄文堂（矢澤達治）、真光書店（矢幡秀治）、江戸川書房（秋葉良成）、新橋書店（山辺真次）、ダイセイコーBOOKS（野田剛）
議題

1 夏のレクリェーションの件
2 青年部ＨＰ拡張の件／現況と次のステップについて
3 青年部ＨＰ現況報告及び版元広告交渉結果について
4 神保町ブックフェスティバルの件
5 2015カレンダー販売の件
6 レジ回り増売企画（ブックカバー）の提案
7 版元プレゼンテーション（戎光祥出版、金園社、ＰＨＰ）

8 その他
平成２６年度第７回理事会　　　平成２６年１０月９日（木）　書店組合３階会議室、出席６名

理事　小川書店（小川頼之）、ダイセイコーBOOKS（野田剛）、ビーブックス（平井久朗）、三弥井書店（吉田敬弥）、雄文堂（矢澤達治）、新橋書店（山辺真次）
議題

1 神保町ブックフェスティバルの件
2 青年部ＨＰVer.UPの件／加盟店宛の資料の確認他
3 青年部ＨＰ現況報告及び版元広告交渉結果報告
4 『これが本当の常備委託だ！』企画について
5 版元プレゼンテーション（河出書房新社、学研マーケティング）

6 その他
平成２６年度第８回理事会　　平成２６年１１月１３日（木）　書店組合３階会議室、出席８名

理事　小川書店（小川頼之）、ビーブックス（平井久朗）、三弥井書店（吉田敬弥）、明昭館書店（田中紀光）、雄文堂（矢澤達治）、真光書店（矢幡秀治）、新橋書店（山辺真次）、ダイセイコーBOOKS（野田剛）
議題

1 神保町ブックフェスティバル結果報告（含む会計報告）
2 青年部ＨＰ現況報告
（1） アクセス数報告

（2） 協賛契約状況報告
（3） 全国版製作作業進捗状況報告
3 新販売企画について／Ｊリサーチ、トランスビュー、戎光祥出版
4 新年会について
5 版元プレゼンテーション（ハールド（LED））
平成２６年度第９回理事会　　　平成２６年１２月１１日（木）　書店組合３階会議室、出席９名

理事　小川書店（小川頼之）、ビーブックス（平井久朗）、八雲堂書店（新倉修）、明昭館書店（田中紀光）、雄文堂（矢澤達治）、真光書店（矢幡秀治）、新橋書店（山辺真次）、ダイセイコーBOOKS（野田剛）
議題

1 サンクチュアリ出版販売企画確認事項
2 HP関連
（1） アクセス数報告
（2） 協賛契約状況報告
（3） 全国版製作作業進捗状況報告
3 今後の青年部活動について
4 Ｊリサーチ「これがほんとうの常備委託だ！」について
5 その他
平成２６年度第１０回理事会　　　平成２７年１月１４日(水)　書店組合３階会議室、出席８名

理事　小川書店（小川頼之）、ビーブックス（平井久朗）、八雲堂書店（新倉修）、明昭館書店（田中紀光）、雄文堂（矢澤達治）、真光書店（矢幡秀治）、新橋書店（山辺真次）、ダイセイコーBOOKS（野田剛）
議題

1 新年会について
2 HP関連
（1） アクセス数報告
（2） 協賛契約状況報告
（3） 全国版製作作業進捗状況報告
（4） アフィリエイト成約金額
3 新理事勧誘について
トランスビュー選書会を終え、この後の方策について
平成２６年度第１１回理事会　平成２６年２月１２日(木)　新年会会場近くの喫茶店出席９名

理事　小川書店（小川頼之）、ビーブックス（平井久朗）、明昭館書店（田中紀光）、雄文堂（矢澤達治）、三弥井書店（吉田敬弥）、分梅書店（下向紅星）、江戸川書房(秋葉良成）、ダイセイコーBOOKS（野田剛）
会員　埼玉屋書店（根岸幹夫）
議題

1 新年会最終確認
2 HP関連
（1） アクセス数報告
（2） 協賛契約状況報告
（3） 全国版製作作業進捗状況報告
（4） アフィリエイト成約金額
3 各販売企画について（Ｊリサーチ、トランスビュー、光文社etc…）
4 新理事勧誘について
Ⅳ　その他の主な活動

A） ラフティング＆バーベキュー
平成２６年９月２１日（日）

金沢八景釣船屋黒川丸にて釣り船を貸し切って海釣りを実施。アジ、シロギス、イシモチ、ハゼ、ホウボウ、サメ等が釣れ、その魚をプロの料理人に調理してもらって懇親会にてがアジはたたきに、シロギスは天ぷらでいただいた。
Ｂ）神保町ブックフェスティバル

　　平成２６年１１月１日～３日
Ｃ）新年懇親会　

　　平成２６年２月１２日(木)　銀座ライオン　クラシックホール
参加者　約１００名　
祝辞を小学館東日本営業部総合推進グループ長　對馬安宏氏。乾杯をＷｅｄｇｅ　営業部営業課長　山本久美子氏。
Ⅴ　委員会報告

１．広報委員会
平成26年度も全国全書店のデータを入力したことと、通販機能を組み込んだこと、さらに元々あった書店紹介機能と在庫検索機能の便利さがユーザーに浸透しつつある為、青年部ホームページのアクセス数は順調に伸び、平成27年3月は1日平均3021人（前年は2455人、23%増）のアクセスがあった。また、平成27年度に入ってからも順調にアクセスが増加しており、平成27年4月の1日平均は3340人（前年は2992人、11.6%増）に達している。また、広告収入についても青年部のメンバーの営業努力もあり、昨年広告掲載いただいていた会社のうち1社を除いた11社にご継続いただき、新た7社を加えて現在18社となっている。
そしてとうとう念願であった全国全書店を掲載することができた。今後は書店データのメンテナンス頻度を上げること、読者に広告を行うこと、版元からのリンクをお願いすること、アクセス数の増加に伴う在庫検索レスポンス向上の為のサーバ分散作業をする必要がある。
以下に昨年目標にそってそれぞれについて報告する。

（１）理事会の開催案内および議事録の作成について

一部送信遅延してしまったが、全理事会報告を送信できた。

（２）ホームページの改善など情報化に関する活動について

①書店ホームページ網に参加していただく店をふやす

　本年度は新規に書店ホームページ網を活用した店は１店だけだった。

②東京都書店案内を全日本書店案内へ

全国全書店を掲載することができた。これによりこの地図に掲載できた書店数は14022店に達する。
③店内在庫を表示できる書店を増やす

2015年2月より全国の書店データを入力し、これらの店のうち、honyaclub、紀伊国屋書店、丸善＆ジュンク堂書店、三省堂書店、コーチャンフォー、TSUTAYA、生協の全支店の在庫検索機能を新たに追加した。これにより在庫検索可能店は約1500店になった。このうち組合加盟店は約400店程度である。
書店内で客注品調達の参考にする為、組合非加盟店も含めた在庫情報を利用することは次のアドレスで可能。非常に便利なのでご活用をお勧めする。

（http://www.tokyo-shoten.or.jp/kumiaimap3_utf8.htm）

④書店案内の充実

今年度は写真等を新たに追加できた店舗はなかった。

5 書店案内のメンテナンス
親会議事録中の組織委員会の報告と、業界紙の情報から店舗の情報は随時更新している。今年度も閉店の入力が多く、気が滅入る作業であった。また、前年度に引き続いて青年部会員店舗の閉店が8店あった。

6 広報機能を充実
日書連書店金賞の広告を青年部ＨＰ網に挿入した。既に全国全書店のデータを入力済みなので、全国に向けて書店金賞の広報に大いに役立っているものと考える。
7 改善資金の調達
昨年広告掲載いただいていた会社12社のうち１社を除いた１１社ご継続いただき、新たに三菱鉛筆、ハールド（ＬＥＤ）、さくら舎、双葉社、新星出版、学研マーケティング、冨山房の７社を加えて36万円の収入になった。また、「東京都書店案内」及び「書店ホームページ網」右側の単体広告については、昨年同様トップページに広告を出稿していただいている会社にお使いいただく様にしている為に収入がなかった。これらの収入のうち未入金分を除いた半分の14万円と昨年度分の未入金分の入金があった１社分1万円の計15万円を技術指導料としてお支払いできたので、今年も継続してプログラムの修正をお願いしてゆく。

２．企画委員会
○　掘り出し選書

平成26年7月1日より新ローテーションをスタートさせた。前年2社連合であった羽鳥書店とアルテスパブリッシングで、アルテスパブリッシングが参加できなくなったので、羽鳥書店の出典数を増やし、単独で参加いただいた。

　今回も岩波単独フェアを企画していたが、担当者の変更等により実現できなかった。　全体として、販売数も店頭状況に比例し、減少傾向にある。

○青年部推奨カレンダー販売

毎年恒例のクック＆ライフ社カレンダー販売実績

８８０部（前年1０６０部）、参加書店数１９店（前年２３店）

参加店・売上実績とも前年を下回った。参加店からはサイズと写真が非常に好評いただいており、既存お取扱い店では固定客がかなりついてきているようである。この商材はある程度利益の稼げる商品である。次回は参加書店を拡大し更なる拡販を行う。

○神保町ブックフェスティバル

平成25年1１月１・２・３日の３日間実施されたイベントに例年通り参加した。今年も各店舗から募った商品をワゴン２台で安価で販売した。また、ＴＳ流通組合のデッドストックもおおよそ２割引きで販売したが、あまり販売には結びつかなかった。各書店のデッドストック等の処理には効果があったようだ。次回は、もっと事前に組合員に日程を告知し、各々の書店では行き場のない商品等を集め、たくさんの方が来場されるブックフェスティバルでお客さまに喜んで頂ける販売を行いたい。

○青年部懇親イベント　秋のリクレーション

本年度は９月２１日（日）に金沢八景から釣り船を借り切り、初秋の海の１日を楽しんだ。また、今回は釣り終了後、海釣りの汗を温泉で流し、入浴後、参加者の釣った魚を、料理して頂き、話題の絶えない懇親会となった。今回も書店はもちろんのこと、書店の従業員・家族、またお取引業者様まで参加頂き、総勢４０名の和やかな一日リクレーションとなった。日頃の労から離れ心も身体もリフレッシュできた事と思います。

○販売企画

店頭活性化第二弾　『これが本当の常備委託制度だ！』と題し、常備棚に新たな利益を生む企画を行った。現在の『常備委託制度』は、版元が選書・取引条件を決定し、書店には何の利益も生み出していない。今回、書店活性化の一環として、Ｊリサーチ出版様にご協力を頂き、正味５０％の常備委託契約を行った。参加書店は２１店舗。棚の活性化に大きく寄与したと考える。

また、文庫棚活性化企画として、光文社文庫の増売—１冊につき３０円のキャッシュバック企画を開始した。今後もこのような書店に利益を生み出す企画を検討している。もちろん版元にもメリットの提供出来る仕組みであることを前提に今後も進めて行きたい。他社も何社かの参加の意向を示している。

○直販雑誌の店頭販売企画　月刊誌ウエッジの取引を開始。
３．デジタルプラットフォーム委員会　
電子書籍市場は2013年で1,000億円を超える市場になった。その中で、参加する業態も「通信事業者」「出版社」「電子書籍ストア」「取次」「IT会社」「コンテンツプロバイダー」等、増加する傾向となって来ている。

また、コミック読み放題等のサイトも増えて来ており、会員獲得での売上増加を行う手法が拡大している。しかし、出版界全体の売上が低迷している中で、デジタルでの底上げは出来ていないのが現状だ。

また、出版社は電子書籍を売るだけではなく、IT対策として、それに付随するビジネス展開へ移行して来ている。（LINE、アプリ等）

東京組合が運営する電子書サイトBOOKSMART は、新規会員の獲得が減っており、売上減少が続いている。そのため、いろいろな施策を試みてきた。

電子書籍のお試し読みが出来るコンテンツを集め、チラシを作成し、書店店頭で配布する事により、BOOKSMARTの無料会員への登録施策を行った。

また、文教堂が開発した「空飛ぶ本棚」のように、デジタルコンテンツをリアル本に付録として付与する販売方法や、著者にアナザーストーリーを書いてもらい、アナザーストーリーのデジタル版をリアル本購買者に付与する実験も行った。

その様な中で、今まではBOOKSMARTの電子書籍販売を目的としてきたが、BOOKSMARTの仕組みを使用する事により、デジタルならではの付録等の施策へ広げて行った。また、BOOKSMARTをオープン化して、全ての書店でデジタルコンテンツを販売し、収益が書店に落ちるシステムも動きだした。

また、PF委員会は、停滞を回避するために２年ごとに大きなシステム投入を行ってきた。

過去には、「ケータイ書店Booker’s」、「電子雑誌ビューワ」、「スマートフォンサイトBOOKSMART」、今年度は、「本屋さんへ行こう」アプリ等である。

「本屋さんへ行こう」アプリは現在、制作中であるが、お客様の書店への誘導を含め、書店において、イベント等の施策を行う事により、書店に行くと何かが起こる様な仕掛けを進めていき、書店店頭の活性化を狙って行く。
４渉外　中小企業団体中央会青年部協議会

1 東京都中小企業団体青年部協議会の青年部講演会に参加

日時　平成26年11月20日（木）　

場所　中小企業振興公社　秋葉原庁舎　第一会議室

講演内容　中小ものづくり企業の新たな活路を拓

く新プロジェクト（江戸っ子１号深海８０００メートルへの挑戦）　
講師　　　株式会社　浜野製作所　浜野慶一氏
2 その他の主な日程

東京都中小企業団体青年部協議会第39回通常総会　平成26年6月１１日(水)
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1

青年部総会費 181,745

79名参加 1

補助金収入 600,000

2

役員会費 51,943

理事会費 2

事業収入 557,778

3

その他の会議費 36,432

掘り出し選書会議

カレンダー売上 112,226

売上未収入

4

交通費 180,000 広告掲載収入 360,0004件未収入

5

事務用品費 3,753 新年懇親会収入 75,790

6

通信費 35,060 アフェリエイト収入 9,762

7

新年懇親会費 0

3

受取利息 22

8

レクリエーション費 55,802

18名参加 4

雑収入 27,109

H25年度支部会計

未収消費税返還分

9

その他の費用 575,633

FAX一斉同報サービス費 52,617

レンタルサーバー費 34,992

ホームページ技術指導料 190,000

未払い

振込手数料 5,400

東京都中小企業団体

青年部協議会費用

117,500

ブックフェスティバル負担金

812

絵本プロジェクト負担金 10,584

ＨＰ運営費 60,480

書店共有マスタ8640、e-hon初期32400、

e-honランニング3240×6

カレンダー仕入 103,248

10

事務手数料 40,000

11

法人税負担金 38,316

1,198,684 1,184,909

13,775

1,198,684 1,198,684

小　　　計 小　　　計



当期不足金

合　　　計 合　　　計

科目 科目

平成26年度　東京都書店商業組合　青年部　決算報告書

損　益　計　算　書

（自平成26年4月1日～至平成27年3月31日）

費用の部 収益の部
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205,999 248,186

42,822 190,000

みずほ銀行 42,822

112,226

80,000

2,861

前期繰越金 16,636

当期不足金 △ 13,775

441,047 441,047

　　平成２７年　　月　　日

東京都書店商業組合　青年部

　　会　　長　　　　　　　　　　　　　㊞

　　会　　計　　　　　　　　　　　　　㊞

上記の内容は適正なることを認めます。

会計監査

㊞

㊞

次期繰越金

　合　　　　　計 　合　　　　　計

以上のとおり相違ありません。

現　　金 未　払　金

預　　金

未払金（HP技術指導料）

未収入金（カレンダー売上）

未収入金（広告掲載収入）

科　　目 科　　目

平成27年度　東京都書店商業組合　青年部　決算報告書

貸　借　対　照　表

（平成27年3月31日）

資産の部 負債及び資本の部



平成２７年度活動計画

平成２７年　４月　１日から

平成２８年　３月３１日まで

Ⅰ　活動方針

　来期の青年部には有能な人員も揃い、インフラとしてのホームページ網も全国規模での展開が完了した状態で保有している。このインフラをメディアとして活用し、その読者への広告効果と各店それぞれが持つ商圏への発信力、各部員の行動力で実際に店に利益をもたらす企画をさらに加速させてゆく。
　具体的には以下の３つの柱を実現できる様努力してゆく。
1） 店頭活性化で、組合員が、さらにしっかりと実益の取れる、収益があがる企画を実行する。
2） ホームページを中心とする「東京都書店案内」を活用した事業展開とそれによるネット書店利用読者層のリアル書店への取り込み。
3） 組合員の更なる増強

概況にもあったように厳しい環境の中で、青年部は、部員各店の全体の利益率を向上させるまで様々な行動を続け、若者が書店を新規出店したくなる様な環境を造ってゆきたい。組織として一つにまとまりチャレンジすれば、こんな壮大な夢も実現できると信じている。その為にも、より多くの会員の参加と次の時代を担う書店の若いメンバーが、集い・意見を交わし合い・発信していける青年部であり続ける。
Ⅱ　活動計画

(1) 通常総会の開催

第２５回通常総会を開催する。

平成２７年６月１８日　（木）　書店組合３階会議室
(2) 理事会・執行部会の開催

平成２７年度理事会を３月を除く毎月1回行う。計11回行う
(3) 新年会、各種講演会・勉強会等（親会合同を含む）の開催

(4) 掘り出し選書はじめ書店側提案の各種増売企画の推進。

(5) バスハイク等家族厚生企画懇親行事の開催

(6) ＴＳ流通協同組合との事業協力

(7) 東京都中小企業団体青年部協議会との交流

(8) BOOKSMART Powoed by Booker’sへの協力

(9) 各店舗に利益をもたらす企画

(10) インフラとしての青年部ホームページの充実

(11) 青年部ホームページを使っての事業
(12) その他、書店に関わる事業

Ⅲ　委員会活動

(1) 運営委員会

通常総会１回　理事会を１１回開催する。

(2) 広報委員会

（１）理事会の開催案内および議事録の作成

（２）ホームページの改善など情報化に関する以下の活動を行う

・書店ホームページ網に参加していただく店をふやす

書店ホームページ網に参加していただく店を積極的に募集し、現在ホームページをお持ちでない組合加盟店全店が積極的に活用する様にしてゆく。

・書店案内の更なる充実メンテナンス
最初に表示する位置を各道府県の県庁所在地にすることにより他道府県組合のホームページ内で自組合の地図として活用できる様になるので、これを利用して他道府県組合のホームページと連動できる様にする。

本年度は一都三県以外の全県との連動を実現する。

・店内在庫を表示できる書店を増やす

雑誌の在庫がわかる書店は現在１店舗だけである。あえて書籍の在庫を開示せずに雑誌だけを開示することも可能なので、これを積極的に増やしてゆく。

組合非加盟の為に自らネット上に店内在庫を開示している書店でも書店案内上では在庫開示できない書店が東多数ある。今年度もこれらの店に組合加盟を促してゆく。

・書店案内の充実

一部休日未登録店や店頭写真、店主写真がない書店、未登録の書店が存在する。これらがなくなる様引き続き作業を行う。

・書店案内のメンテナンス

 書店の新規開店、閉店、営業時間・休日の変更等常時書店情報のメンテナンスを行う。

・
広報機能を充実

ホームページを利用して日書店「書店金賞」「掘り出し選書」、「読者謝恩図書カード」や「書店くじ」等の企画を積極的に宣伝し、店頭への来店客の増加につなげる。

・改善資金の調達

 版元やその他企業からの広告を引き続き募集し、上記施策を実現する為の費用を調達する、また、店頭在庫を検索した読者が書店で買えない場合に全国に宅配できる機能についても読者への広告を行い、収益事業として展開してゆく。
(3) 企画委員会

○掘り出し選書

平成2７年7月1日に商品構成を見直し、販売実績の向上を計る。

引き続き、人文以外の分野で、掘り出し選書ができないか検討を行う。

短期フェアでの増売企画

参加書店の見直しを行い、より積極的な書店に参加いただけるようにする。

○青年部推奨カレンダー販売

個店ではかなりお得意様が付いているようです。今年も継続して販売を予定。また、再度仕入れ価格交渉を行い利益向上及び販売数拡大を行う。

　

○神保町ブックフェスティバル

次回も継続して出店を希望。前回より書店にとってメリットのある企画、そして物を売るということに加え、書店組合という組織をたくさんの方にアピールする企画を加えていきたい。

○店頭の活性化・利益を生み出す企画販売

今期は常備委託制度を考える『これが本当の常備委託制度だ！』という企画。そして、キャッシュバック企画等を試みたが、来期も版元・多業種メーカー等と書店にメリットのある企画を検討していきたい。

青年部は枠にとらわれない企画をどんどん打ち出し、自らの現場を変えて行く。業界全体の制度を変えるのは大変なことであるが、ひとつの現場の仕組みを変えていけば、それが広がり、いずれそれが制度となって変わっていくのではないだろうか。今までのように与えられた企画を、当たり前のように販売しているようではこの業界には未来はないと考えます。『書店店頭発』の企画を提案し、現在の制度に風穴を開ける企画を今後も提案していきたいと考えます。

『書店発の』『書店のための』利益をもたらす企画を今後も検討していきたい。

(エ) デジタルプラットフォーム委員会
書店店頭を利用してのBOOKSMART会員獲得施策
· デジタルコンテンツ販売における書店へのコミッション収入施策
· 書店店頭連動企画
· 読書推進用のアプリケーションの制作

[image: image4.emf]金額（円） 摘要 金額（円） 摘要

1

青年部総会費 100,000

1

補助金収入 600,000

2

役員会費 100,000

理事会費 2

事業収入 380,000

3

その他の会議費 40,000

監査会、掘り出し選書会議

ブックフェスティバル収入 0

4

交通費 180,000 カレンダー収入 20,000

5

事務用品費 5,000 広告掲載収入 360,000

6

通信費 40,000 アフィリエイト収入 10,000

7

新年懇親会費 30,000

3

受取利息 0

8

レクリエーション費 50,000

9

その他の費用 444,120

FAX一斉同報サービス費 50,000

レンタルサーバー費 40,000

ＨＰ運営費 47,120

書店共有マスタ8640、e-honランニング

3240×12

ホームページ技術指導料 180,000

振込手数料 5,000

アフェリエイト分配金 2,000

東京都中小企業団体

青年部協議会費用

120,000

予備費 880

合　　　計 990,000 990,000 合　　　計

平成27年度　東京都書店商業組合　青年部

予　算　（案）

（自平成27年4月1日～至平成28年3月31日）

費用の部 収益の部

科目 科目
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		7		新年懇親会費 シンネン コンシン カイヒ				0				3		受取利息 ウケトリ リソク				22

		8		レクリエーション費 ヒ				55,802		18名参加 メイ サンカ		4		雑収入 ザツシュウニュウ				27,109		H25年度支部会計
未収消費税返還分

		9		その他の費用 ホカ ヒヨウ				575,633

						FAX一斉同報サービス費		52,617

						レンタルサーバー費		34,992

						ホームページ技術指導料		190,000		未払い ミバラ

						振込手数料 フリコミ テスウリョウ		5,400

						東京都中小企業団体
青年部協議会費用 トウキョウト チュウショウ キギョウ ダンタイ セイネン ブ キョウギカイ ヒヨウ		117,500

						ブックフェスティバル負担金 フタンキン		812

						絵本プロジェクト負担金 エホン フタンキン		10,584

						ＨＰ運営費 ウンエイヒ		60,480		書店共有マスタ8640、e-hon初期32400、e-honランニング3240×6 ショテン キョウユウ ショキ

						カレンダー仕入 シイレ		103,248

		10		事務手数料 ジム テスウリョウ				40,000

		11		法人税負担金 ホウジンゼイ フタンキン				38,316





				小　　　計 ショウ ケイ				1,198,684						小　　　計 ショウ ケイ				1,184,909

														当期不足金 トウキ フソク キン				13,775

				合　　　計 ア ケイ				1,198,684						合　　　計 ア ケイ				1,198,684






貸借対照表(26)

		平成27年度　東京都書店商業組合　青年部　決算報告書 ヘイセイ ネンド トウキョウト ショテン ショウギョウ クミアイ セイネン ブ ケッサン ホウコクショ

		貸　借　対　照　表 カシ シャク タイ アキラ ヒョウ

		（平成27年3月31日） ヘイセイ ネン ガツ ニチ

		資産の部 シサン ブ						負債及び資本の部 フサイ オヨ シホン ブ

		科　　目 カ メ				金額（円） キンガク エン		科　　目 カ メ				金額（円） キンガク エン

		現　　金 ゲン キン				205,999		未　払　金 ミ バライ キン				248,186

		預　　金 アズカリ キン				42,822		未払金（HP技術指導料） ミ バラ キン ギジュツ シドウ リョウ				190,000

				みずほ銀行 ギンコウ		42,822

		未収入金（カレンダー売上） ミシュウ ニュウキン ウリアゲ				112,226

		未収入金（広告掲載収入） ミシュウ ニュウキン コウコク ケイサイ シュウニュウ				80,000

								次期繰越金 ジキ クリコシ キン				2,861

										前期繰越金 ゼンキ クリコシ キン		16,636

										当期不足金 トウキ フソク キン		△ 13,775



		　合　　　　　計 ゴウ ケイ				441,047		　合　　　　　計 ゴウ ケイ				441,047

		以上のとおり相違ありません。 イジョウ ソウイ

		　　平成２７年　　月　　日 ヘイセイ ネン ガツ ニチ						東京都書店商業組合　青年部 トウキョウト ショテン ショウギョウ クミアイ セイネン ブ

								　　会　　長　　　　　　　　　　　　　㊞ カイ チョウ

								　　会　　計　　　　　　　　　　　　　㊞ カイ ケイ



		上記の内容は適正なることを認めます。 ジョウキ ナイヨウ テキセイ ミト						会計監査 カイケイ カンサ

										㊞

										㊞
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予算書(27)

		平成27年度　東京都書店商業組合　青年部 ヘイセイ ネンド トウキョウト ショテン ショウギョウ クミアイ セイネン ブ

		予　算　（案） ヨ サン アン

		（自平成27年4月1日～至平成28年3月31日） ジ ヘイセイ ネン ガツ ニチ イタル ヘイセイ ネン ガツ ニチ

		費用の部 ヒヨウ ブ										収益の部 シュウエキ ブ

				科目 カモク				金額（円） キンガク エン		摘要 テキヨウ				科目 カモク				金額（円） キンガク エン		摘要 テキヨウ

		1		青年部総会費 セイネン ブ ソウカイ ヒ				100,000				1		補助金収入 ホジョキン シュウニュウ				600,000

		2		役員会費 ヤクインカイ ヒ				100,000		理事会費 リジカイ ヒ		2		事業収入 ジギョウ シュウニュウ				380,000

		3		その他の会議費 ホカ カイギヒ				40,000		監査会、掘り出し選書会議 カンサ カイ ホ ダ センショ カイギ						ブックフェスティバル収入 シュウニュウ		0

		4		交通費 コウツウヒ				180,000								カレンダー収入 シュウニュウ		20,000

		5		事務用品費 ジム ヨウヒン ヒ				5,000								広告掲載収入 コウコク ケイサイ シュウニュウ		360,000

		6		通信費 ツウシンヒ				40,000								アフィリエイト収入 シュウニュウ		10,000

		7		新年懇親会費 シンネン コンシン カイヒ				30,000				3		受取利息 ウケトリ リソク				0

		8		レクリエーション費 ヒ				50,000

		9		その他の費用 ホカ ヒヨウ				444,120

						FAX一斉同報サービス費		50,000

						レンタルサーバー費		40,000

						ＨＰ運営費 ウンエイヒ		47,120		書店共有マスタ8640、e-honランニング3240×12 ショテン キョウユウ

						ホームページ技術指導料		180,000

						振込手数料 フリコミ テスウリョウ		5,000

						アフェリエイト分配金 ブンパイキン		2,000

						東京都中小企業団体
青年部協議会費用 トウキョウト チュウショウ キギョウ ダンタイ セイネン ブ キョウギカイ ヒヨウ		120,000

				予備費 ヨビヒ				880

				合　　　計 ア ケイ				990,000						合　　　計 ア ケイ				990,000






